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自慢の健脚を競い合う

　２月５日、今年で22回目となる守谷ハーフマラ

ソンが開催された。

　各地から集まった3,252名の参加者たちは、ゴー

ルを目指して力走。沿道で見守る観客の温かい声援

を受けながら、その健脚を競い合った。

※大会結果は、P２～３で紹介
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第22回守谷ハーフマラソン大会（2月5日）の市内成績上位者をご紹介し
ます（順位横〇内の数字は部門別総合順位。敬称略）。
なお、完走者全員の成績は、市ホームページでご覧ください。

ハーフマラソンの部

男子総合１位

塩
しおかわ

川　健
けん じ

司さん
（小森コーポレーション）

■男子39歳以下（優勝記録 1:05:15）
1㉖ 出

でぐ ち
口　和

かず や
也（藤代高校陸上部） 1:10:28

273 奥
おくむら
村　達

たつや
也（中央学院高校） 1:17:19

389 中
なかむら
村　真

まこと
　（㈱関電工） 1:21:01

■男子40～49歳（優勝記録 1:11:36）
1㉘ 中

なかざと
里　和

かず お
男（守谷ITC） 1:25:35

276 月
つきおか
岡　宏

ひろし
  （MAX） 1:33:22

380 小
おじ ろ
代　宗

そうけん
謙（守谷ITC） 1:33:58

■男子50～54歳（優勝記録 1:13:47）
1⑦ 的

まと ば
場　純

じゅんいち
一（守谷JC） 1:25:29

2㉗ 勝
かつ た
田　賢

けんいち
一 1:33:28

3㉘ 貝
かいづか
塚　健

けん じ
治（ジョイフル守谷） 1:33:30

■男子55～59歳（優勝記録 1:21:16）
1⑫ 八

や え が し
重樫　悟

さとる
（羊蹄会） 1:29:20

236 下
しもむら
村　一

かず お
夫（柏CSC） 1:35:10

338 倉
くら た
田　憲

のり お
夫 1:35:46

■男子60～64歳（優勝記録 1:23:32）
1⑪ 田

たつ き
付　貞

さだひろ
洋（守谷JC） 1:33:47

2㉛ 橋
はしもと
本　哲

てつ お
夫（日本農業新聞R） 1:41:29

361 君
きみしま
島　実

みのる
  （守谷JC） 1:48:04

■男子65～69歳（優勝記録 1:29:22）
138 江

えも り
森弘

こうたろう
太郎 1:57:53

254 川
かわはら
原　勝

かつひろ
弘（プリマ会OB） 2:04:50

368 吉
よし ば
葉　幸

ゆき お
男（ジョイフルホンダ） 2:12:48

■女子39歳以下（優勝記録 1:21:03）
1⑫ 木

きじ ま
島　利

り え
恵（守谷JC） 1:31:27

2⑲ 保
ほさ か
坂　京

きょうこ
子 1:36:06

3⑳ 鈴
すず き
木　深

みゆ き
雪（セイトクA・C） 1:45:08

■女子40～49歳（優勝記録 1:29:13）
1⑥ 笠

かさ み
見みさ子

こ
（守谷JC） 1:32:41

2㉒ 菅
すが
　　仁

ひとみ
美 1:50:07

3㉚ 梶
かじやま
山みゆき（YMO） 1:56:15

■女子50歳以上（優勝記録 1:25:22）
1⑬ 五

ごと う
藤由

ゆ き こ
紀子 1:49:05

2㉔ 半
はんざわ
沢　厚

あつ こ
子 1:59:21

3㉕ 植
うえ き
木　洋

よう こ
子（ダックスフンド） 2:00:31

女子総合１位

菅
すがの

野　朋
ともこ

子さん
　 （埼玉陸協）
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　２度目の参加でしたが、気持ちが切
れることなく走れました。この経験を、
今後の陸上生活に生かしたいです。

　愛着ある市内を走り切ることができ、
市内女子一位としてNAHAマラソンに参
加できることが、とても嬉しいです。

　ライバルが不出場で、NAHAマラソン
の夢が叶いました。沿道の応援と給水
を楽しみにしています。

NAHAマラソン招待者喜びの声

市内在住男子１位

出
でぐち

口　和
かずや

也さん
（みずき野１）

市内在住女子１位

木
きじま

島　利
り え

恵さん
（けやき台3）

市内在住50歳以上１位

的
まとば

場　純
じゅんいち

一さん
（御所ケ丘5）
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●第22回守谷ハーフマラソン大会市内成績上位者紹介

５kmの部
■男子39歳以下（優勝記録 15:59）
1⑩ 鶴

つる た
田　拓

たく や
也（水海道第一高校） 17:58

2⑫ 山
やま だ
田　岳

たけひろ
大  18:22

3⑭ 石
いしづか
塚　忠

ただひさ
久（前川AC） 18:30

■男子40歳以上（優勝記録 16:33）
1⑦ 松

まつしま
島　喜

のぶ お
雄  19:55

2⑱ 畠
はたなか
中　邦

くにひろ
裕（HAC） 22:17

3㉓ 小
しょうじ
路　泰

やすひろ
広  23:31

■女子39歳以下（優勝記録 18:03）
1③ 奥

おくやま
山菜

な み こ
美子（聖徳大附属聖徳高校） 22:53

2④ 清
しみ ず
水　佳

よし こ
子  23:31

3⑤ 鈴
すず き
木　愛

あい こ
子（藤代高校陸上部） 23:51

■女子40歳以上（優勝記録 21:06）
1⑥ 渡

わたなべ
部みゆき 23:34

2⑫ 稲
いなもち
餅加

か よ こ
代子 25:27

3⑳ 山
やまもり
森栄

え く こ
久子 26:15

■中学生男子（優勝記録 16:57）
1⑬ 軽

かる べ
部　慎

しん

 18:32
2⑮ 白

し ら は せ
波瀬悠

ゆう き
紀（けやき台中学校） 18:55

3⑯ 宮
みやした
下　翔

しょうへい
兵（土浦日大中学校） 19:00

■中学生女子（優勝記録 21:11）
1⑤ 櫻

さくらい
井亜

あ さ み
沙美（愛宕中学校） 26:03

2⑥ 吉
よしむら
村　葵

あおい
  （守谷トランポリン） 28:10

３kmの部
一般男子（優勝記録 11:10）
1① 石

いしづか
塚　忠

ただひさ
久（前川AC） 11:10

2② 相
 あいずみ
墨　幸

ゆき お
夫（ヒュンダイ土浦） 13:01

3④ 國
こく ぼ
母　梓

あずさ
 13:27

■一般女子 （優勝記録 12:48）
1⑥ 鎌

かま た
田かおり（常総Jr.ラグビー） 16:26

2⑨ 久
く ぼ
保　芳

よしみ
美 16:44

3⑩ 姫
ひめ の
野　清

きよ み
美 17:03

■小学5・6年生男子（優勝記録 10:49）
1⑥ 中

なかはし
橋宗
そういちろう
一郎（常総Jr.ラグビー） 11:27

2⑦ 追
おいしお
塩　雅

まさ と
人（松ケ丘小学校） 11:28

3⑨ 横
よこ せ
瀬　直

なお き
希（御所ケ丘小学校） 11:49

■小学5・6年生女子（優勝記録 11:51）
1④ 湯

ゆあ さ
浅　千

ちひ ろ
尋（高野小学校） 12:11

2⑥ 黒
くろ す
須　仁

ひと み
美（黒内小学校） 12:13

3⑧ 阿
あ べ
部みさき（ドリームキッズ） 12:42

２kmの部
■小学1～4年生男子（優勝記録 7:46）
1⑥ 横

よこ た
田　卓

まさる
  （御所ミニバス） 8:02

2⑦ 田
たな か
中　直

なお き
樹（御所ケ丘小学校） 8:08

3⑨ 西
にしやま
山　慎

しん や
也（守谷小学校） 8:15

■小学1～4年生女子（優勝記録 7:49）
1④ 鈴

すず き
木　菜

な な
々（松ケ丘小学校） 8:02

2⑤ 吉
よしおか
岡　観

み さ
紗（松ケ丘小学校） 8:09

3⑥ 佐
さ さ き
々木幸

ゆき の
乃（松ケ丘小学校） 8:24
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●問合先　市役所くらしの支援課交通防犯Ｇ 内線139

　

全
国
的
に
犯
罪
が
多
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
も
多

く
、
ま
ち
の
安
全
・
安
心
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
ち
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
す
る
皆
さ
ん
や
、
市
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
防
犯
活
動

の
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
く
ら
し
の
支
援
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　市内の犯罪件数はここ数年減少していますが、より安全・安
心に生活していくためには、継続して防犯に心掛けることが大
切です。特に守谷市の場合は、自転車の盗難や車上狙い、空き
巣などの犯罪が多いのが特徴です。これらの犯罪は、日ごろの

ちょっとした注意で防ぐことができます。一人ひとりが日常生活の中で、
防犯意識を持つことこそ、より市内の犯罪を減らすことができるのではな
いでしょうか。皆で力を合わせて、守谷市を安全で安心なまちにしましょう。

谷和原村

常総市
鬼怒川

伊奈町

小貝川守谷駅

利根川

新守谷駅

取手市

ふれあい道路

関東鉄道
常総線

TX

板戸井

大木
野木崎

緑

薬師台

松前台

大山新田

立沢 松並

大柏
松ケ丘

守谷

本町

高野

みずき野

同地

赤法花

小山

南
守
谷
駅

久保ケ丘

美園

乙子

国道294号

常磐自動車道

御所ケ丘

鈴塚

ひがし野

百合ケ丘

けやき台

谷和原IC

　

守
谷
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
活
動
に
、
町
内
会
と
し
て
平

成
16
年
12
月
の
隊
発
足
当
初
か

ら
参
加
。
毎
月
1
回
、
守
谷
駅

前
広
場
を
中
心
に
旭
町
や
清
水

な
ど
周
辺
地
区
を
、
約
1
時
間

徒
歩
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。
毎
回
町
内
会
の
班
か
ら
4

〜
5
名
が
参
加
し
、
防
犯
ベ
ス

ト
や
腕
章
を
身
に
付
け
、
コ
ー

ス
や
時
間
を
変
え
な
が
ら
、
気

付
い
た
点
な
ど
を
防
犯
日
誌
に

残
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
参
加
し
て
い
る
飯
塚
不

二
男
さ
ん（
町
内
会
長
）は
、「
町

内
会
の
人
た
ち
の
防
犯
意
識
が

高
ま
っ
た
」
と
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
意
識
の
変
化
を
感
じ
て
い

ま
す
。
普
段
何
気
な
く
通
り
過

ぎ
て
き
た
道
も
、
防
犯
を
意
識

す
る
こ
と
で
、
街
灯
の
少
な
い

場
所
や
放
置
自
転
車
、
無
断
駐

車
車
両
が
多
い
箇
所
な
ど
、
地

域
で
抱
え
る
問
題
点
が
見
え
て

き
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

飯
塚
さ
ん
か
ら
は
、
「
今
後
は
、

活
動
範
囲
を
広
げ
る
た
め
、
自

転
車
を
使
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を

提
案
し
て
い
き
た
い
。
皆
が
安

心
し
て
歩
け
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
、今
後
の
取
組
み
へ

の
姿
勢
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
防
犯
活
動
・
市
の
取
組
み

み
ん
な
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

み
ん
な
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

み
ん
な
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

刑法犯発生件数の推移
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1279

住宅侵入窃盗 店舗等侵入窃盗 乗物盗み 車上狙い
0
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主な街頭犯罪の発生件数

75
123 93 80

266
305

228 250

平成16年

平成17年

市内の犯罪発生件数は、ど
のようになっているのでしょ
うか？ 
市内を地区別に分け、その
状況を見てみましょう！

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

　

●
土
塔
中
央
町
内
会

皆
が
安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
を

市内の

犯罪状況

126件以上
101～125件
76～100件
51～75件
26～50件
4～25件
0～3件

平成17年の犯罪状況

飯
いいつか

塚不
ふ じ お

二男さん
（土塔中央町内会長）
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●地域の防犯活動・市の取組み

　

町
内
の

犯
罪
防
止

の
た
め
、
有
志
が
集
ま
り
、
平

成
16
年
11
月
に
自
警
団
を
結
成
。

現
在
町
内
会
や
子
供
会
、
や
ま

ゆ
り
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
役

員
な
ど
約
30
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
回
の
参
加
者
は
5

〜
6
名
で
、
町
内
の
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
を
月
2
回
、
駅
周
辺
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
月
1
回
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
散
歩
や
買

い
物
な
ど
普
段
の
生
活
の
中
で
、

自
動
車
や
自
転
車
に「
パ
ト
ロ
ー

ル
中
」
の
カ
ー
ド
を
付
け
る
な
ど
、

こ
ま
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
町
内
各
所

に
は
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
の
「
の
ぼ
り
旗
」
を

立
て
、
犯
罪
を
抑
止
す
る
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル

で
得
た
不
審
者
情
報
な
ど
は
、

警
察
へ
情
報
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
回
覧
板
で
町
内
に
伝
え
、

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

お
話
を
伺
っ
た
安
藤
聖
志
さ

ん（
町
内
会
長
）は
、
「
活
動
は

団
員
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

自
主
性
に
任
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
声
掛
け
・

あ
い
さ
つ
運
動
も
併
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
を
始
め
て
2

年
目
。
ま
だ
ま
だ
試
行
段
階
で

す
」
ま
た
「
私
た
ち
の
町
内
会

の
テ
ー
マ
『
新
し
い
地
縁
を
創

造
し
ま
し
ょ
う
』
の
実
現
に
向

け
て
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ

て
地
域
の
在
り
方
を
皆
で
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
町
内
会
を
一
つ
の
家
族

と
考
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
安
心
し
て
住
め
る
地

域
を
目
指
し
て
、
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

●
守
谷
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

よ
り
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
地
域
・
企
業
・

警
察
・
行
政
が
連
携
し
て
活
動

を
行
お
う
と
、
平
成
16
年
12
月

に
守
谷
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
発
足
。
防
犯
対
策
の
協
議
や

駅
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な

ど
、
市
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
率
先
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

● 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
公
開

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
不
審
者

情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
者
を
見
掛
け
た
場
所
や

日
時
、
特
徴
な
ど
を
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
防
犯
活
動
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
に
、
防
犯
ベ
ス
ト
、
腕
章

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

● 

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
の
公
用
車
5
台
に
青
色
回

転
灯
と
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」

と
書
い
た
プ
レ
ー
ト
を
装
備
し
、

職
員
が
定
期
的
に
市
内
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
車
両
の
貸
出

し
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
防
犯
講
座
・
教
室
の
開
催

　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民

を
対
象
と
し
た
防
犯
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

● 

小
学
生
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布

　

小
学
1
年
生
に
は
、
企
業
か

ら
の
寄
付
を
受
け
、
防
犯
ブ
ザ

ー
を
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

※ 

紛
失
な
ど
の
場
合
、
そ
の
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　TX開業により、通勤・通学路が大きく
変わってきていますので、防犯灯が未整
備の場所や、小・中学校で作成した「地
域安全マップ」をもとに、危険箇所など
へ増設していきます（3月中に街路灯28
基、４月以降防犯灯240基、街路灯57基を
増設予定）
　また、4月からは一部の地区の防犯灯

を、防犯抑止
に効果の高い
青色防犯灯に
切替え、「防犯
モデル地区」
と選定し、効
果を検証しま
す。

防犯灯を増やし
「安全で明るい地域」にします！
防犯灯を増やし
「安全で明るい地域」にします！

市の
取組み
市の
取組み
市の
取組み

進
め
て
い
ま
す

防
犯
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

地域
の
活動

●
下
ケ
戸
自
警
団
「
タ
ウ
ン
セ
ー
バ
ー
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
」

町
内
会
は
一
つ
の
家
族
…

安
あんどう

藤聖
きよ し

志さん
（下ケ戸町内会長）
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●地域の防犯活動・市の取組み

　このマップは、児童・生徒とその保護
者、教職員が通学路などを調査した結果を
もとに作成したもので、危険な場所だけで
なく、安全な避難所「子ども110番の家」な
ど、子どもに分かりやすく図示してあります。
　また、このマップは児童・生徒への指導
だけでなく、サポートチームなどによる防
犯パトロールにも活用されています。

● 

学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
＊
）

　

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

学
校
の
先
生
や
市
職
員
が
中

心
と
な
り
、
各
学
校
ご
と
に
週

2
回
、
夕
方
か
ら
周
辺
地
域
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
毎
月
第
4
金
曜
日

に
は
、
全
体
活
動
と
し
て
、
市

内
全
域
の
商
店
街
や
公
園
、
通

学
路
な
ど
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

＊ 

警
察
、
少
年
指
導
委
員
、
民

　

 

生
委
員
、
青
少
年
相
談
員
、

保
護
司
、子
ど
も
会
連
合
会
、

P
Ｔ
Ａ
、
各
学
校
の
先
生
、

市
職
員

● 

こ
ど
も
1
1
0
番
の
家

　

万
一
に
備
え
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ

A
が
町
内
会
な
ど
と
協
力
し
て
、

子
ど
も
の
駆
け
込
み
場
所
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

駆
け
込
み
場
所
は
、
黄
色
の

プ
レ
ー
ト
が
目
印
で
す
。
通
学

路
を
中
心
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、

お
近
く
の
場
所
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
（
設
置
6
5
0
か
所
）。

●  

P
T
A
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

児
童
・
生
徒
の
防
犯
見
守
り

　

P
T
A
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
自
動
車

や
自
転
車
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
中
」
な
ど
と
書
い
た
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼は

っ
た
見
守
り
活
動
や
、

学
年
毎
の
登
下
校
時
間
に
合
わ

せ
た
、
危
険
箇
所
の
立り
っ
し
ょ
う哨を
兼

ね
た
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

● 

集
団
下
校
の
徹
底

　

授
業
時
間
を
調
整
し
、
全
学

年
で
集
団
下
校
す
る
な
ど
、
安

全
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
防
犯
教
室

　

警
察
や
警
備
会
社
な
ど
を
講

師
に
招
い
た
り
、
ビ
デ
オ
な
ど

の
視
聴
覚
資
料
を
活
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
防
犯
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
地
域
と
行

政
、
企
業
、
警
察
が
連
携
し
て
、

守
谷
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を

中
心
に
、
駅
周
辺
や
地
域
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
、
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
と
お
し
て
、
犯

罪
発
生
の
抑
止
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
不
審
者

の
発
見
や
犯
罪
情
報
の
提
供
は
、

犯
罪
者
の
検
挙
に
も
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
犯
罪
に
対

す
る「
目
」
や
隣
近
所
と
の「
声

掛
け
」
、そ
し
て
防
犯
看
板
や

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
地
域
全
体
に
防
犯
意
識

が
浸
透
し
、
犯
罪
者
に
脅
威
を
与

え
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
は
、
引
き
続
き
日
常
生
活
の
中

で
、
常
に
防
犯
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

や
看
板
、
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
設
置

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
、
守
谷
市
か
ら
犯

罪
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

犯罪を防ぐためには、犯
罪を起こさせる機会をつ
くらないことが大切です。
多くの犯罪が、日ごろの
ちょっとした注意で防ぐ
ことができます。

●自転車には……
２つ以上の鍵を付け、わ
ずかな間の駐車でも、必
ず鍵を掛けましょう。

●家には……
玄関や車庫など、夜間暗
くなる場所に防犯ライト
を設置しましょう。

●自動車には……
車を離れるときは、車内
に財布など貴重品を置か
ないようにしましょう。

小・中学校区ごとに
「地域安全マップ」を作成！
小・中学校区ごとに
「地域安全マップ」を作成！

市民の市民の
皆さんへ皆さんへ
市民の
皆さんへ

学校の
取組み
学校の
取組み
学校の
取組み

進
め
て
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
を
守
る
安
全
対
策

警察からの

お願い
警察からの

お願い
警察からの

お願い

防
犯
意
識
を
高
め
よ
う
！

●
守
谷
地
区
交
番
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い
、
他
都
道
府
県
の
ナ
ン
バ
ー

に
変
更
後
、
翌
年
度
の
５
月
30

日
ま
で
の
間
に
車
検
を
受
け
る

場
合
は
、
転
出
前
の
都
道
府
県

の
車
検
用
納
税
証
明
書
（
所
有

者
も
変
わ
る
場
合
は
前
所
有
者

の
証
明
書
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

ナ
ン
バ
ー
付
き
の
自
動
車
を

買
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
必
ず
販
売
店
や
譲

渡
人
か
ら
納
税
証
明
書
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

● 

ナ
ン
バ
ー
付
き
の
自
動
車
を

売
っ
た
り
あ
げ
た
り
す
る
場

合
は
、
必
ず
車
検
用
納
税
証

明
書
を
購
入
者
又
は
譲
受
人

に
渡
し
ま
し
ょ
う

● 

引
越
し
す
る
場
合
は
、
引
越

し
前
に
車
検
用
納
税
証
明
書

の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
問
合
先　

稲
敷
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
―
８
９
２
―
６
１
１
２

交
通
規
制

　

柿
沼
踏
切
改
良
工
事
に
よ
り
、

交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

▼
規
制
期
間　

● 

片
側
交
互
通
行　

３
月
15
日

（
水
）〜
４
月
10
日（
月
）

● 

夜
間
通
行
止
め　

３
月
22
日

（
水
）〜
26
日（
日
）午
後
11

時
〜
午
前
５
時

▼
問
合
先　

関
東
鉄
道
（
株
）

平
成
18
年
度

守
谷
市
奨
学
生
制
度

　

市
で
は
、
高
等
学
校
の
在
学

生
及
び
新
１
年
生
を
対
象
に
、

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
修
学
が

困
難
な
方
に
対
し
、
奨
学
金
を

給
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

高
等
学
校
（
高
等
専

門
学
校
を
含
む
）の
在
学
者（
新

１
年
生
を
含
む
）
で
、
次
の
す

べ
て
を
満
た
す
方　

市
内
に
１

年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
の
子

弟
で
、
学
業
成
績
及
び
品
行
そ

の
他
に
お
い
て
良
好
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
／
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
家
庭
の
子
弟
▼
給
付
額　

月
額
１
万
円
▼
申
込
方
法　

所

定
の
用
紙（
申
込
先
に
用
意
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
３

日（
月
）〜
６
月
30
日（
金
）に
窓

口
で
申
し
込
む
※
転
学
に
つ
い

て
は
随
時
受
付

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
学

校
教
育
課
教
育
総
務
Ｇ　

内
線

２
８
３自

動
車
税「
月
割
計
算
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
、
年
度
の
途
中
に

売
買
や
引
越
し
な
ど
を
し
て
、

所
有
し
て
い
る
自
動
車
の
ナ
ン

バ
ー
が
他
都
道
府
県
の
ナ
ン
バ

ー
に
変
わ
っ
て
も
、
月
割
計
算

に
よ
る
自
動
車
税
の
還
付
や
新

た
な
課
税
は
行
わ
れ
な
く
な
り

ま
す
（
廃
車
時
の
還
付
や
新
車

購
入
時
の
課
税
は
現
行
ど
お
り
）。

　

ま
た
、
月
割
計
算
廃
止
に
伴

☎
０
２
９
―
８
２
２
―
３
７
１
８

守
谷
駅
周
辺
区
画
整
理
事
務
所

☎
20
―
０
２
５
５

道
路
工
事

　

工
事
期
間
中
は
通
行
止
め
な

ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
限  

３
月
31
日（
金
）

▼
工
事
箇
所　

松
ケ
丘
地
内

（
左
図
参
照
）
▼
施
工
業
者　

（
有
）丸
彰

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課
道

路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５
４

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

け
が
に
備
え
て
加
入
者
が
保
険

税
を
出
し
合
い
、
皆
で
助
け
合

う
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
私
た
ち

を
守
っ
て
く
れ
る
国
民
健
康
保

険
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
、

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
税
で
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
、
納
付

忘
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

区分
 支払月

一　般　分 退　職　分 国 保老人

医療給付 高額療養費 医療給付 高額療養費 医療給付

平
成
18
年
１
月

被保険者数（人） 11,031 2,903 2,723

件数（件） 9,163 121 4,225 50 6,188

金額（円） 　A 115,089,953 11,137,303 54,562,109 3,282,099 161,195,329

一件あたりの金額（円） 12,560 92,044 12.914 65,642 26,050

国保加入者一人あたりの金額 (円) 10,433 1,010 18,795 1,131 59,198

平
成
17
年
１
月

被保険者数（人） 10,953 2,578 2,836

件数（件） 8,878 117 3,694 48 6,515

金額（円） 　B 105,015,585 8,307,321 47,713,164 3,291,350 160,349,849

一件あたりの金額（円） 11,829 71,003 12,916 68,570 24,612

国保加入者一人あたりの金額 (円) 9,588 758 18,508 1,277 56,541

前年度との比較 (A－B） 10,074,368 2,829,982 6,848,945 ▲9,251 845,480

守
谷
市
医
療
費
支
出
状
況

至つくば

至秋葉原

国道294号

至みずき野

常陽銀行
守谷支店跡地

柿沼踏切
交通規制箇所

ファミリーレストラン
ココス

至取手
常総市

土塔

Ｔ
Ｘ
守
谷
駅

至

工事箇所

松ケ丘小学校入口 ゆうやけ
公園

至谷和原

集会所

至取手

松ケ丘
小学校

松ケ丘公園

ふ
れ
あ
い
道
路

情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ

お知らせ



 

守
谷
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン（
案
）

守
谷
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た 
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再
就
職
の
準
備
を
応
援
！

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
又
は
介

護
を
理
由
に
退
職
し
、
将
来
再

就
職
を
希
望
す
る
方
（
た
だ
し
、

退
職
前
に
雇
用
保
険
被
保
険
者

だ
っ
た
方
）
を
無
料
で
登
録
し
、

様
々
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
支
援
内
容　

Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
（
再
就
職
準
備

セ
ミ
ナ
ー
）
へ
の
参
加
／
情
報

誌
の
提
供
／
個
別
相
談
な
ど

▼
問
合
先　
（
財
）21
世
紀
職
業

財
団
茨
城
事
務
所　

☎
０
２
９

―
２
２
６
―
２
４
１
３

パ
ス
ポ
ー
ト
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

旅
券
法
の
改
正
に
伴
い
、
３

月
20
日
以
降
に
申
請
し
た
パ
ス

ポ
ー
ト
は
、
す
べ
て
Ｉ
Ｃ
旅
券

と
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
旅
券
は
、
旅
券
冊
子
に

搭
載
し
た
非
接
触
Ｉ
Ｃ
（
集
積

回
路
）
チ
ッ
プ
に
、
旅
券
名
義

人
の
氏
名
・
国
籍
・
生
年
月
日
・

旅
券
番
号
・
顔
画
像
な
ど
を
記

録
し
た
旅
券
で
、
偽
造
や
本
人

へ
の
成
り
す
ま
し
の
防
止
に
対

し
て
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｃ
旅
券
で
な
い
旅

券
も
有
効
期
間
満
了
日
ま
で
使

用
で
き
ま
す
が
、
現
行
旅
券
を

返
納
し
て
Ｉ
Ｃ
旅
券
を
申
請
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
通
常
の

旅
券
発
給
手
数
料
が
必
要
）。

▼
手
続
上
の
主
な
変
更
点

● 

写
真
規
格
の
変
更
（
頭
頂
か

ら
顎あ

ご

ま
で
が
34
㎜
±
２
㎜
）

●
手
数
料
の
変
更
（
10
年
用
１

　

 

万
６
０
０
０
円
、
５
年
用
１

万
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
用

６
０
０
０
円
）

●
申
請
用
紙
の
変
更

▼
問
合
先　

県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　

☎
０
２
９
―
２
２
６

―
５
０
２
３

環
境
対
策
資
金

（
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
関
連
）

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
貸

付（
環
境
対
策
資
金
）」
の
融
資

を
行
い
ま
す
。

　

資
金
用
途
や
返
済
期
間
な
ど

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建

築
物
を
所
有
又
は
借
り
て
い
る

方
／
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す
る

建
設
工
事
業
、
処
理
す
る
産
業

廃
棄
物
処
理
業
を
営
む
方
／
ア

ス
ベ
ス
ト
製
品
製
造
業
を
営
む

方
、
又
は
含
有
製
品
を
使
用
し

て
い
る
方
▼
融
資
額　

７
２
０

０
万
円
以
内
（
う
ち
運
転
資
金

４
８
０
０
万
円
以
内
）
▼
利
率

1.1
％
〜
※
２
月
７
日
現
在
▼
取

扱
期
限　

３
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
先　

国
民
生
活
金
融
公

庫
土
浦
支
店　

☎
０
２
９
―
８

２
２
―
４
１
４
１

国
税
専
門
官

▼
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月

２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
／
昭
和
60
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒

業（
見
込
み
含
む
）し
た
方
又
は

人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
方
▼
試
験　

１
次　

６
月
11
日（
日
）教
養
・
専
門
試

験（
多
肢
選
択
・
記
述
）／
２
次

７
月
24
日（
月
）〜
27
日（
木
）の

指
定
日　

人
物
試
験
・
身
体
検

査
※
合
格
発
表 

８
月
29
日（
火
）

▼
申
込
方
法  

４
月
３
日（
月
）

〜
14
日（
金
）に
、
で
き
る
限
り

郵
送（
配
達
記
録
）で
申
し
込
む

※
当
日
消
印
有
効
▼
申
込
先　

希
望
す
る
１
次
試
験
地
を
所
管

す
る
国
税
局
又
は
国
税
事
務
所

▼
問
合
先　

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係　

〒
３
３

０
―
９
７
１
９　

さ
い
た
ま
市

中
央
区
新
都
心
１
―
１　

☎
０

４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

 

守
谷
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た 

●
問
合
先　

市
役
所
企
画
課　

内
線
３
３
１
・
３
３
２

　

市
で
は
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
（
後
期　

平
成

16
〜
18
年
度
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
総
務
省
が
示
し
た

新
地
方
行
革
指
針
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
受
け
、
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度
を
起
点
と
す
る
５
か
年
の
取

組
み（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
プ
ラ
ン
の
策
定
は
3
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
事
務
・

事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・

統
合
、
民
間
委
託
等
の
推
進
、

定
員
管
理
の
適
正
化
な
ど
の

項
目
毎
に
具
体
的
な
取
組
み
を

明
示
し
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・

効
率
化
の
た
め
の
改
革
改
善
を
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
21
年
度
ま
で
の
目
標
】

● 

事
務
・
事
業
の
見
直
し
や
民
間
委
託
、
定
員
管
理
に
よ
る
人

件
費
削
減
な
ど
で
約
８
億
円
の
歳
出
削
減

● 

未
利
用
市
有
地
の
売
却
や
受
益
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
約
41
億
円
の
歳
入
確
保

【
取
組
み
方
針
の
概
要
】

  

事
務
・
事
業
の

  

再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
、
新
た

な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
事
務
・
事
業

の
見
直
し
を
行
い
合
理
化
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
評
価
を
活
用
し

　

改
革
改
善
へ
の
取
組
み

 

募　
　

集

募　
　

集

 

募　
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事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃

止
・
統
合
に
努
め
、
総
合
的
・
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

  

民
間
委
託
等
の
推
進

  　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経

費
節
減
な
ど
の
観
点
か
ら
、
行

政
責
任
の
確
保
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
を
考
慮
し
た

上
で
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
を
含
め
て
検
討
し
、
民
間
委

託
を
推
進
し
ま
す
。

  

定
員
管
理
の
適
正
化

　

現
在
実
施
中
の
定
員
適
正
化

計
画
を
踏
ま
え
、
平
成
17
年
４

月
１
日
を
起
点
と
し
て
、
平
成

22
年
４
月
１
日
ま
で
の
５
か
年

で
、
８
・
01
％（
31
名
）の
削
減

を
行
い
ま
す
。

   

手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め

と
す
る
給
与
の
適
正
化

　

こ
れ
ま
で
給
与
の
適
正
化
と
、

総
人
件
費
の
抑
制
や
手
当
の
適

正
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
18
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
抜
本
的
な
給
与
構

造
改
革
に
よ
り
、
新
た
な
給
与

制
度
を
構
築
し
て
い
く
ほ
か
、
手

当
の
総
点
検
を
行
い
、
引
き
続

き
適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

  

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

　

今
後
の
社
会
情
勢
や
、
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
行
政

の
自
主
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
財
源
面
で
は
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、
歳
出
の
削
減
と
自

主
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
の
地
方
公
営
企
業
（
水
道

事
業
、
下
水
道
事
業
）
に
つ
い

て
も
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
取
組

み
方
針
に
従
い
、
経
営
基
盤
強

化
の
た
め
民
間
的
経
営
手
法
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
よ
り
一
層

の
自
主
性
強
化
と
経
営
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
50
の
改
革
項
目
を
掲
げ
、

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
圧
縮
に
努
め
、
行
政
改
革
を
よ
り
一
層
推

進
さ
せ
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
を
徹
底
し
、
小
さ
く
て
効

率
的
な
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。

自
衛
官

●
予
備
自
衛
官
補

▼
種
別　

①
一
般
公
募
②
技
能

公
募
▼
受
験
資
格　

自
衛
官
未

経
験
者
で
①
18
〜
33
歳
②
18
歳

以
上
の
有
技
能
者
又
は
53
〜
54

歳
▼
処
遇
（
教
育
訓
練
召
集
手

当
）
７
９
０
０
円
／
日
▼
訓
練

日
数　

①
50
日
／
３
年
以
内
②

10
日
以
内
／
２
年
以
内
▼
訓
練

場
所　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
▼

試
験
日　

①
４
月
15
日（
土
）②

４
月
15
日（
土
）〜
17
日（
月
）の

１
日
▼
申
込
期
限　

４
月
７
日

（
金
）

●
自
衛
官（
２
等
陸
・
海
・
空
士

※
任
期
制
）

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
▼
受
付　

随
時
▼
試
験
日

受
付
時
に
通
知

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▼
受
験
資
格　

22
歳
以
上
26
歳

未
満
、
及
び
20
歳
以
上
22
歳
未

満
で
大
学
卒
業（
見
込
み
含
む
）

の
方
又
は
外
国
の
学
校
を
卒
業

し
た
場
合
で
大
学
卒
業
相
当
と

認
め
ら
れ
る
方
／
修
士
学
位
を

受
け
た
28
歳
未
満
の
方
▼
試
験

日　

１
次  

５
月
20
日（
土
）・
21

日（
日
）／
２
次  

６
月
20
日（
火
）

〜
22
日（
木
）※
飛
行
要
員
は
３

次
試
験
あ
り
▼
合
格
発
表　

１

次　

６
月
９
日（
金
）／
２
次　

７
月
中
旬
／
最
終　

陸
・
海
８

月
28
日（
月
）空
９
月
５
日（
火
）

▼
申
込
期
間　

４
月
１
日（
土
）

〜
５
月
12
日（
金
）

▼
問
合
先　

自
衛
隊
龍
ケ
崎
募

集
事
務
所　

☎
０
２
９
７
―
64

―
３
３
５
１　

市
役
所
総
務
課

総
務
・
防
災
Ｇ　

内
線
２
２
５

　国民年金には、６か月分や１年分の保険料をまとめ
て納める「前納制度」があります。
　この制度を利用すると、保険料が下表のように割引
され、月々納める手間も省け、納め忘れもなく安心です。
●現金払いで前納する場合は?
　 ４月上旬に社会保険庁から送付される納付書で、納
付期限までに納付してください。
●希望する月分からも前納可
　 １年前納、６か月前納以外に、希望する月分からも
前納することができます。詳しくは、土浦社会保険
事務所までお問い合わせください。
●前納した後に、お勤めしたら?
　 前納した後に厚生年金に加入した場合、加入した翌
月分からの保険料はお返しします。

 国民年金保険料を現金で納付される方へ

お得な前納制度をご利用ください!
●問合先
　土浦社会保険事務所 ☎029-822-3940
　市役所国保年金課保険年金G 内線103・104

●１年前納
月々納めた場合 13,860円×12か月＝166,320円

前納した場合 163,370円 (2,950円の割引額)

●６か月前納
月々納めた場合 13,860円×6か月＝83,160円

前納した場合 82,480円 (680円の割引額)

　保険料の割引（平成18年度）

募　　集



    

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介
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守
谷
市
・
取
手
市
中
学
校

筝そ
う
き
ょ
く曲
ク
ラ
ブ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
発
表
会

　

文
化
庁
か
ら
委
嘱
を
受
け
て

い
る
「
伝
統
文
化
子
ど
も
琴こ

と

教

室
」
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
公
開
講
座
）に
よ
る
筝こ

と

の
発
表

と
、
俳
句
・
和
歌
・
漢
詩
を
琴
・

尺
八
を
使
っ
た
吟
詠
で
楽
し
く

詠
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
筑
波
大
・
大
学
院

生
に
よ
る
講
演
「
私
の
歩
ん
だ

人
生
体
験
談
」
も
開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
26
日（
日
）午
後

１
時
〜
▼
会
場　

中
央
公
民
館

▼
問
合
先　

伝
統
文
化
子
ど
も

琴
教
室　

水
野
☎
０
２
９
７
―

73
―
２
２
８
８　

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産

の
価
格
な
ど
の
相
談
に
、
無
料

で
お
応
え
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場  

４
月
３
日（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時　

牛
久
市
エ

ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
１
講
座
室　

牛
久
市
牛
久
町

２
８
０
／
４
月
５
日（
水
）午
前

９
時
30
分
〜
正
午　

県
南
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
小
講
座
室
２　

土
浦
市
大
和
町
９
―
１
ウ
ラ
ラ

ビ
ル
５
Ｆ
▼
申
込
方
法　

当
日

会
場
で
申
し
込
む

▼
問
合
先　
（
社
）茨
城
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会　

☎
０
２
９
―

２
４
６
―
１
２
２
２

平
成
18
年
度

技
能
検
定
（
前
期
）

　

技
能
検
定
は
、
合
格
す
る
と

技
能
士
の
国
家
資
格
が
得
ら
れ
、

就
職
な
ど
に
大
変
有
利
で
す
。

▼
対
象
職
種　

造
園
、
機
械
加

工
、
電
子
機
器
組
立
て
、
左
官

な
ど
▼
受
検
手
数
料　

実
技
１

万
５
７
０
０
円
／
学
科
３
１
０

０
円
▼
受
付
期
間　

４
月
４
日

（
火
）〜
14
日（
金
）

▼
問
合
先　

茨
城
県
職
業
能
力

開
発
協
会　

☎
０
２
９
―
２
２

１
―
８
６
４
７

  

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

　

県
で
は
、
９
月
10
日
「
下
水

道
の
日
」
及
び
県
下
水
道
促
進

週
間
に
ち
な
み
、
県
内
小
・
中

学
生
及
び
一
般
の
方
を
対
象
に
、

下
水
道
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
内
の
入
賞
者
の

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

  

作
文
の
部

◆
知
事
賞
特
選

　
◆
知
事
賞
入
選

◆
佳
作

　

平ひ
ら
の野 

恭き
ょ
う
す
け介
さ
ん

　
（
高
野
小
４
年
）

平
成
17
年
度

会
あ い だ

田 亮
りょうすけ

祐さん
（けやき台中３年）

北
きたがわ

川 未
み さ

彩さん
（けやき台中２年）

知
事
賞
特
選

「
下
水
道
に
つ
い
て
」　

　

今
ま
で
の
僕
は
、
水
道
の
栓

を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
く
る
の

は
、
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
台
所
や

お
風
呂
な
ど
で
使
っ
た
水
を
、

排
水
口
に
流
す
の
も
当
た
り
前
。

そ
の
先
に
つ
い
て
は
、
正
直
関

心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
作
文
を
機
に
下
水

道
の
し
く
み
、
歴
史
と
役
割
に

つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

世
界
で
最
も
古
い
下
水
道
は
、

今
か
ら
４
千
年
ほ
ど
昔
、
古
代

イ
ン
ド
で
栄
え
た
都
市
で
作
ら

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
下
水
道
は
レ
ン
ガ
で
作
ら
れ

て
お
り
、
家
庭
で
使
っ
た
水
を

集
め
て
、
川
に
流
す
役
目
を
果

た
し
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
。

そ
の
後
、
地
中
海
沿
岸
の
都
市

や
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
も
下
水

道
は
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

古
代
ロ
ー
マ
の
下
水
道
は
、
大

き
く
て
立
派
な
も
の
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
日
本
で
は
、
ず
っ
と

昔
か
ら
し
尿
を
農
作
物
の
肥
料

と
し
て
い
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
に
し
尿
を
直
接
川
に

流
す
よ
う
な
習
慣
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本

で
は
な
か
な
か
普
及
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
明
治
に
な
っ
て
、
東

京
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
近
代
的

な
下
水
道
が
作
ら
れ
、
日
本
の

下
水
道
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

下
水
道
の
役
割
は
、
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
中　

略
）

　

現
在
で
は
、
単
に
下
水
を
処

理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
下
水

処
理
場
か
ら
発
生
す
る
汚
泥
や

処
理
水
は
、
資
源
と
し
て
再
生

さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
汚
泥
の

有
効
活
用
で
は
、
燃
や
し
て
固

め
る
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル
に
し
た
り
、

肥
料
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
て
、

処
理
水
は
公
園
の
噴
水
の
水
や

池
の
水
、
新
幹
線
や
列
車
の
洗

浄
、
雪
国
で
は
道
路
の
雪
を
溶

か
す
の
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
が
複
雑
な
現
代
は
、

下
水
管
を
通
っ
て
下
水
処
理
施

設
に
集
め
ら
れ
、
微
生
物
に
よ

る
分
解
沈
殿
や
ろ
過
を
経
て
、

塩
素
で
消
毒
す
る
こ
と
に
よ
り
、

き
れ
い
な
水
と
し
て
放
流
さ
れ

開　　催

 
開　
　

催

開　
　

催

 
開　
　

催
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介
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ま
す
。
生
活
習
慣
が
変
わ
る
に

つ
れ
て
、
汚
水
の
性
質
も
変
わ

っ
て
い
く
の
で
、
浄
化
の
方
法

も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
常
に
研
究
が
必
要
に

な
る
と
僕
は
思
い
ま
し
た
。

　

も
し
こ
の
施
設
が
な
け
れ
ば
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
す
べ

て
の
汚
水
は
、
川
や
海
や
湖
に

流
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
人

間
が
生
活
す
る
た
め
に
出
た
水

で
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
住
む
他

の
生
き
物
た
ち
を
、
苦
し
め
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

僕
は
、
改
め
て
水
の
重
要
性

を
知
り
ま
し
た
。
栓
を
ひ
ね
れ

ば
、
水
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

出
て
く
る
。
何
の
不
安
も
な
く

飲
め
る
国
は
、
世
界
中
で
も
そ

う
た
く
さ
ん
は
な
い
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
を
当
た
り
前
と
思
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

僕
が
作
文
を
書
い
て
い
て
考

え
た
の
は
、
１
つ
目
に
下
水
道

は
海
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
。

２
つ
目
に
清
潔
で
快
適
な
生
活

環
境
の
確
保
が
で
き
る
。
３
つ

目
に
浸
水
が
な
く
な
る
。
４
つ

目
に
地
球
環
境
を
考
慮
し
た
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
な
ど
の
有

効
活
用
と
利
用
。
も
し
下
水
道

が
な
か
っ
た
ら
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

　

水
は
最
も
大
切
な
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
だ
と
、
僕
は
考
え
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
と
、
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
下
水

道
の
完
備
を
す
る
こ
と
が
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
か
け
が
え
の
な

い
命
を
守
っ
て
く
れ
る
働
き
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
改

め
て
下
水
道
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

地
球
、
川
、
海
を
き
れ
い
に

し
た
い
、
そ
う
思
っ
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、「
思
っ
て
い
る
だ
け
」
で

は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
下
水

道
の
詰
ま
り
や
悪
臭
の
原
因
と

な
る
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し

た
り
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
汚

し
て
し
ま
っ
た
自
然
を
取
り
戻

し
、
地
球
の
未
来
を
変
え
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
で
き

る
こ
と
を
、
確
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

10
年
、
１
０
０
年
後
、
こ
の

地
球
が
今
よ
り
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
、
そ
こ
で
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
よ
う
な
環
境
を
残
せ
れ
ば

な
と
思
い
ま
す
。
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２
月
24
日
、
茨
城
県
統
計
大
会
及
び
茨
城
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
県
立
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
統
計
功
労
者
及
び
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
茨
城
県
議
会
議
長
賞

●
茨
城
新
聞
社
長
賞

あふれるパワーは生
活習慣の正しさから

（大野小）左から大
おおしま

嶋
浩
ひろ

貴
き

さん、浅
あさかわだいすけ

川大介
さん、鎌

かま

田
た

哲
よし

徳
のり

さん
ペットボトルリサイ
クルを考える

（郷州小）左から篠
しの

田
だ

郁
いく

美
み

さん、齊
さいとう

藤由
ゆ か

佳
さん、山

やま

野
の

広
ひろ

夏
か

さん

●
茨
城
県
統
計
協
会
会
長
賞

●
茨
城
県
統
計
協
会
会
長
賞

（
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
）

これだけ？
日本の食料自給率

（郷州小）左から梶
かじやま

山
早
さ

織
おり

さん、能
の

和
わ

友
ゆ

果
か

理
り

さん、新
にい

納
の

千
ち

里
さと

さん
みんなの中の
クールビズ

（御所中）
小
こ

濱
はま

聖
まさ

弘
ひろ

さん

◆
茨
城
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

●
総
裁
表
彰

●
知
事
表
彰

伯
ほ う き た

耆田 光
みつ

代
よ

さん
（仲坪１）

瀧
たきもと

本 良
よし

雄
お

さん
（小　山）

鈴
すず

木
き

 竹
たけいちろう

一郎さん
（角釜１）

慶
けい

野
の

 清
きよ

男
お

さん
（清　水）

◆
茨
城
県
統
計
大
会
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自立支援給付
介護給付

・居宅介護（ホームヘルプ）
・重度訪問介護
・行動援護
・児童デイサービス
・短期入所（ショートスティ）
・重度障害者等包括施設
・療養介護
・生活介護
・共同生活介護(ケアホーム)
・施設入所支援

訓練等給付
・自立訓練(機能訓練・生活訓練)
・就労移行支援
・就労継続支援
・共同生活援助(グループホーム)

自立支援医療等
・(旧)更生医療
・(旧)育成医療（※）
・(旧)精神通院公費（※）
　 ※実施主体は茨城県

補装具

地域生活支援事業
・相談支援
・コミュニケーション支援
・移動支援

・日常生活用具
・地域活動支援センター

など

障害者・児
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●問合先　市役所社会福祉課障害福祉Ｇ　内線162・163

月
か
ら
始
ま
る

10障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

　

4
月
1
日
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
、
新
し
い
制
度
へ
と
段
階
的
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
制
度
の
基
本

部
分
は
4
月
か
ら
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
補
装
具
費
の
支

給
な
ど
に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す

■
制
度
の
目
的

●
障
害
者
施
策
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化

　

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
、
別
々
の

法
律
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
し
て
、
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
の
格
差
を
な
く
し
、
共
通
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
再
編

 　

複
雑
な
施
策
・
事
業
体
系
を
見
直
し
て
、

地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
、

地
域
生
活
支
援
や
就
労
支
援
、
重
度
の
障

害
者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

●
就
労
支
援
の
強
化

　

自
立
訓
練
や
就
労
移
行
支
援
等
の
給
付

を
行
い
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
指
し
、

も
っ
と
企
業
な
ど
で
働
け
る
社
会
に
な
る

よ
う
福
祉
側
か
ら
支
援
し
ま
す
。

●
支
給
決
定
の
透
明
・
明
確
化

 　

認
定
基
準
が
な
く
、
自
治
体
で
ま
ち
ま

ち
だ
っ
た
利
用
に
関
す
る
手
続
や
基
準
を

透
明
・
明
確
化
し
、
支
援
の
必
要
度
合
い

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
公
平
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
費
用
負
担
の
見
直
し

● 

利
用
者
負
担
が
、
原

則
1
割
と
な
り
ま
す

● 

食
費
や
居
住
費
が
自

己
負
担
と
な
り
ま
す

● 

国
と
県
の
費
用
負
担
の

責
任
を
強
化
し
ま
す

自立支援法によるサービス体系自立支援法によるサービス体系自立支援法によるサービス体系
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●10月から始まる障害福祉サービス

支援費

居宅介護
(下記以外)
行動援護

移動介護

デイサービス

短期入所

グループホーム

施設サービス

短期入所

グループホーム

障害者デイサービス
児童デイサービス

外出介護

行動援護

居宅介護

平成18年4～9月 サ
ー
ビ
ス
機
能
に
応
じ
て

再
編
し
ま
す

平成18年10月以降
居宅介護
重度訪問介護
行動援護
児童デイサービス
短期入所
重度障害者等包括支援
療養介護
生活介護
ケアホーム
施設入所支援
共同生活介護（ケアホーム）

介
　
護
　
給
　
付

訓
練
等
給
付

自立訓練
就労移行支援
就労継続支援
グループホーム

地域生活支援事業など

医
師
の
意
見
書

新たな支給決定手続

聴取り調査 障害程度区分認定調査(106項目)
※障害者の心身の状況確認

1次判定(市)

訓練等給付を
希望する場合

介護給付を希望する場合

2次判定(審査会)

障害程度区分の認定

勘案事項調査項目の聴取り
　○地域生活  ○就労  ○日中活動  ○介護者  ○居住など
　※社会活動や介護者、居住などの状況確認

サービスの利用意向の聴取

訓練／就労評価項目や個別支援計画
※訓練・就労に関する評価

審査会の意見聴取

支給決定

暫定支給決定

※障害児の施設サービスは、自立支援には移行しませんが、
　平成18年10月から、利用者負担の見直し・利用契約制度
　の導入が行われます

●現在、支援費サービス
を受けている方は、9月
まで従来どおりサービス
が利用できます。

●10月以降のサービス
利用のためには、新たな
支給決定が必要です。
※施設サービスは、新たな体系
　に移行した施設を利用する方
　から利用可

サービスの
再編・強化

●支援費制度外だった精神障害者福祉サービスも統合されます
●施設サービスは、平成18年10月から平成24年３月までに、徐々に移行します

支給決定
の手続

●支給決定にあたり、障害の程度などを調査します
●審査会において、障害福祉に関する有識者の方々の意見を伺い決定します

福祉
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在
宅
の
重
度
障
害
者
・
児
で

支
給
要
件
を
満
た
す
方
は
、
特

別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
当
を
受
け
る
に
は
、
認
定

請
求
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
認
定
請
求
書
・
診
断

書
、
そ
の
ほ
か
所
定
の
書
類
を

そ
ろ
え
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
特
別
障
害
者
手
当

▼
対
象
者　

精
神
又
は
身
体
に

著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
、
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方

（
国
民
年
金
の
1
級
程
度
の
障

害
が
重
複
す
る
方
な
ど
）
▼
支

給
制
限
次
の
方
に
は
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん　

①
身
体
障
害

者
施
設
や
、
知
的
障
害
者
施
設

な
ど
の
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
②
病
院
又
は
診
療
所
に

3
か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
方
▼
支
給
金
額　

月
額
2
万

6
5
2
0
円
※
平
成
18
年
1
月

現
在
▼
支
給
月　

2
・
5
・
8
・

11
月
に
支
給

●
障
害
児
福
祉
手
当

▼
対
象
者　

精
神
又
は
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
、
在
宅
の
20
歳

未
満
の
方
▼
支
給
制
限　

次
の

方
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん 

①
肢し

た
い体
不
自
由
児
施
設
、

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方
②
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て

い
る
方
▼
支
給
金
額　

月
額
1

万
4
4
3
0
円
※
平
成
18
年
1

月
現
在
▼
支
給
月　

2
・
5
・

8
・
11
月
に
支
給

※
両
手
当
と
も
、
障
害
者（
児
）

本
人
又
は
そ
の
配
偶
者
、
も
し

く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所

得
が
一
定
金
額
以
上
の
と
き
は
、

支
給
が
停
止
さ
れ
る

▼
問
合
先　

県
障
害
福
祉
課 

☎
0
2
9
―
3
0
1
―
3
3
5
7

市
役
所
社
会
福
祉
課　

内
線
1

6
2

特
別
障
害
者
手
当

特
別
障
害
者
手
当

　この事業は、地域の実情に応じて、柔軟に実
施されることが好ましい事業について、この法
律において規定されたもので、主に次の事業が
あります。
■相談援助事業
　障害者や障害児の保護者、介護者からの相談
支援、情報提供や助言、関係機関との連絡調整
や障害者のための権利擁護などを行います。
※ 市が委託した「指定相談支援事業者（相談支
援事業者は県が指定）」が、支給決定事務の
一部（聴取り調査）を行います

■日常生活用具の給付
　日常生活上、必要な用具の給付又は貸与を市
が行います。
※給付決定は、障害者又は障害児の保護者から
　の申請に基づき市が行います
■地域活動支援センター
　創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会
との交流の促進をさせるための事業を行います。
※ 身体障害者・知的障害者対象のデイサービ
ス、障害者・児短期入所の日中受け入れの一
部は、この事業に移行します

■コミュニケーション支援
　聴覚・言語障害、音声機能などの意思の疎通
に支障がある方のために、手話通訳を行う者の
派遣などを行います。

　障害者又は障害児の保護者が、補装具の購入・
修理が必要な場合、市に支給申請し、認められる
と、その費用について補装具費が支給されます。
その場合、障害者又は障害児の保護者は、費用の
１割を負担することになります。ただし、所得に
応じて一定の負担上限が設けられています。

地域生活支援事業地域生活支援事業地域生活支援事業 補装具費の支給補装具費の支給補装具費の支給

申請者（希望者）

申請（市役所社会福祉課）

支給決定（市）

製品の引き渡し

支払い

障害者補装具
製作業者による契約

意見の聴取

製作指導・適合判定

（更生相談所など）

（更生相談所など）

●10月から始まる障害福祉サービス
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●問合先　市役所介護福祉課介護保険G　☎45-1744（直通）

おしえて！介護保険

高齢者の皆さん、こんな介護予防こんな介護予防
サービスサービスもありますよ！

　広報もりや２月号で、介護保険の要支援1・2の方に対する介護予防サービスをご紹介しまし
たが、今回「非該当」と認定された方や何らかの支援が必要な方の高齢者支援の例をご紹介しま
す。住み慣れた地域で、いつまでも自立した生活が続けられるよう支援するサービスです。介護
保険を申請していない方でも、身体の状態などによっては、サービスを利用できますので、ぜひ
ご相談ください。

例１ 　一人暮らしの高齢者の方で、最近病気がち
　　　のため、介護保険の相談が…。
●げんき館へ通所することに！
　料理や買い物は何とか一人でできます。料理は

栄養を考え、作ることができる方なので、これを

続けていくことを本人と確認し合いました。また、

体力を回復することや、ほかの高齢者との交流を

望んでいることから「げんき館」の通所サービス

(*1)を利用することになりました。

例２　2人で家事を分担しながら生活している高
　　　齢者世帯。体力の低下から不安を感じ…。
●体力が回復まで、援助員が支援します！
　今できている家事は続けていきながら、気がか

りな掃除は、軽度生活援助の援助員派遣(*2)を利

用することになりました。体力が回復するまで、

訪問により見守り、好きな趣味を再開できるよう

支援していきます。

例３ 　脳
のうこうそく

梗塞により軽い麻
ま ひ

痺が残った高齢者の方
　から、介護保険の相談が…。

●機能回復訓練を利用することに！
　ほとんど日常生活は問題なく1人でできます。

同じ病気を持つ方との交流や趣味の拡大、機能訓

練による体力の回復が期待できるため「保健セン

ターのリハビリテーション(*3)とげんき館」の通

所を利用することになりました。

　高齢者の皆さんが住
み慣れた地域でいつま
でも自立した生活が送
れるよう、市役所介護
福祉課職員が、本人と
相談し合いながら、必
要なサービスを提供し
支援します。

　＊1 生きがい活動支援通所事業

　対象者は、60歳以上の一人暮らし高齢者や自

宅に閉じこもりがちな高齢者で、自立又は要支援

認定を受けている方。利用回数は週１回です。

　実施場所は、いきいきプラザ・げんき館、げん

きサロン・

みずき野 (郷

州小学校余

裕教室)、げ

んきサロン・

北守谷(御所

ケ丘小学校

余裕教室)で

す。

　＊2 軽度生活援助事業の援助員派遣

　軽易な日常生活（掃除・洗濯など）の援助を行

うため、週２時間以内を限度に利用できます。利

用時間は１時間単位で、週２時間まで。利用者

の自己負担は１時間140円です（公費負担1,450

円）。利用対象者は、65歳以上の一人暮らし高齢

者。高齢者のみの世帯など。

　＊3 保健センターのリハビリテーション

　脳卒中・リウマチ・パーキンソン病などの方を

対象に、月２回実施しています。体操などの訓練

のほかに、書道・絵手紙・手芸なども行っていま

す。送迎もあります。私たちが相談に応じま私たちが相談に応じます！私たちが相談に応じま私たちが相談に応じます！私たちが相談に応じます！
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●
確
か
な
学
力
の
定
着

　

基
礎
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
確
実

に
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
の
授
業
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
は
「
学
ぶ
」
と
こ
ろ
。
何
か
を
学

ん
で
「
わ
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と
い
う
喜

び
を
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
で
の
伸
び
を
確
か
め
ら

れ
る
学
習
を
、各
教
科
で
心
掛
け
て
い
ま
す
。

●
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
取
組
み

　

本
校
で
は
、Ｋ
Ｒ
Ｔ（K
eyaki Resarch 

T
im
e

）と
呼
ぶ
こ
の
時
間
で
、
自
分
を
表

現
す
る
力
、
自
分
づ
く
り
の
力
、
社
会
の

中
で
よ
り
よ
く
生
き
る
力
、
共
に
生
き
る

力
の
４
つ
の
力
を
３
年
間
で
育
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、「
守
谷
ふ
る
さ
と
か
る
た
」

を
ヒ
ン
ト
に
し
た
「
守
谷
を
探
る
」
活
動
を
、

自
分
の
思
い
や
願
い
を
表
現
し
、

自
分
の
思
い
や
願
い
を
表
現
し
、

主
体
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

主
体
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

自
分
の
思
い
や
願
い
を
表
現
し
、

主
体
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

け
や
き
台
中
学
校
・
教
育
活
動
の
紹
介

●問合先　市役所指導室 内線275・276　児童福祉課 内線153・154

各
種
体
験
活
動
と
織
り
交
ぜ
な
が
ら
実
施

し
て
き
ま
し
た
。 

２
年
生
は
、
３
日
間
の

社
会
体
験
学
習
を
中
心
に
、「
ふ
れ
あ
う
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に
進
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
て
い
ま
す
。３
年
生
は
、「
生
き
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
づ
く
り
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
や
調
べ
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
ま

と
め
、「
自
分
の
思
い
や
願
い
」
と
し
て

表
現
し
、
発
信
し
て
い
く
力
を
育
て
た
い

と
考
え
実
践
し
て
い
ま
す
。

●
選
択
教
科
の
工
夫

　

本
校
で
は
、
１
年
生
の
２
学
期
か
ら
選

択
教
科
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
１
年
生

の
25
時
間
を
15
・
10
時
間
に
分
け
て
、
９

教
科
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
２
年

生
以
降
で
の
教
科
選
択
力
を
し
っ
か
り
し

た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
３
大
行
事
へ
の
取
組
み

　

縦
割
り
の
３
団
対
抗
で
行
わ
れ
る
体
育

祭
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
応
援
や

各
種
目
、
ビ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
作
成
に
全
生

徒
が
学
年
を
越
え
、
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
祭
や
合
唱
祭
も
実
行
委
員

を
中
心
に
し
た
運
営
の
中
、
学
級
の
ま
と

ま
り
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
が
発
揮
さ
れ

る
場
面
で
あ
り
、「
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
」

と
し
て
活
躍
で
き
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
部
活
動
の
充
実

　

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
昨
年
全
国

大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。
優
れ
た
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
挨あ

い
さ
つ拶
や

マ
ナ
ー
の
よ
さ
も
誉
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
部
活
動
で
も
、「
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
心
に
残
る
学
校
行
事

　

本
校
で
は
、
宿
泊
を
伴
う
行
事
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
２
年
生
で
は
１
泊
２
日
の

那
須
方
面
で
の
キ
ャ
ン
プ
と
登
山
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
茶
臼

岳
登
山
や
飯は

ん
ご
う盒
炊
飯
な
ど
を
と
お
し
て
、

「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」
や
「
協
力
の
大

切
さ
」
を
学
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

●
地
球
の
ス
テ
ー
ジ

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
、
毎
年
地
球
の

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
〜
Ⅲ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、
恵
ま
れ
て
い

る
自
分
を
顧
み
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の

生
徒
の
具
体
的
な
学
習
活
動
の
課
題
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
す
。

●
外
部
の
方
と
の
連
携
協
力

　

２
年
生
の
社
会
体
験
学
習
で
は
、
３
日

間
に
わ
た
っ
て
地
域
の
事
業
所
や
施
設
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
活
動
の
指
導
に
現
在
６
名
、

選
択
教
科
の
指
導
に
１
名
、
教
科
の
指
導

に
２
名
の
方
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
年
生
の
総
合
的
な
学
習
で

も
、
地
域
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
が
懇
切
丁

寧
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

▲地域にいる専門家が生徒たちに指導

目
指
す
生
徒
像

●
自
ら
学
び
、
よ
く
考
え
る
生
徒

●
心
豊
か
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒

●
活
力
と
実
践
力
の
あ
る
生
徒

▲ 指導を受けながら熱心に授業に取り
組む生徒

▲ 全国優勝を果たした男子ハンドボー
ル部

明
る
く
、
美
し
く
、
楽
し
い
学
校

開
か
れ
た
学
校

秩
序
と
潤
い
の
あ
る
学
校
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子育て支援
センターからの
お知らせ

●問合先
　子育て支援センター事務局
　「夢っ子ひろば」
　北園保育所　☎45-2462

４月の子育てカレンダー４月の子育てカレンダー
夢っ子ひろば（北園保育所 ☎45-2462）
夢夢っ子ひろば（室内自由解放）９：30～15：30
お  子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）
10：00～15：00

※4月から水曜日になります
ま子育て広場まなびの里（もりや学びの里）10：00～15：00
ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ねねっこ（親子活動）９：30～ ★要予約
アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
アアビエス（親子活動）10：30～ ★要予約
児童館（☎45-2278）
楽親子で楽しもう（親子活動）11：00～11：40
保健センター（☎48-6000）
保保健センター事業

●教育・子育て支援情報

10月  保育児健康相談会
11火  保子育て教室
12水  保３～４か月児健診
13木  保３歳児健診
14金  保１歳６か月児健診
17月  保ポリオ 夢
18火  保ポリオ 夢ま
19水  ま０～１歳６か月 夢 お
20木  ま
21金  夢０～１歳６か月 ま
24月   保離乳食教室 夢  

夢ねア５月分予約開始 10：00～
25火  楽２歳～ 保 BCG 夢ま
26水   ま０～１歳６か月 

保３～４か月児健診 夢お
27木  楽１歳 保３歳児健診 ま
28金  夢０～１歳６か月 保１歳６か月児検診 ま

整えよう　
子どもの睡眠と生活リズム

　現代の生活は、夜遅くまで活動をする大人の生活に子どもを合わせてしまう夜型の生活が

多くなり、子どもの生活リズムが崩れ、不規則になりがちです。

　子どもの脳や体の発育・情緒を安定させるのに欠かせないホルモンは、睡眠中に分泌され

ます。

朝の日差しを浴び体と脳が目覚め、朝ご飯でエネルギーを補給

昼は十分な運動をし、夜は暗くして眠る

　この早寝・早起きの生活リズムが、ホルモン分泌を効果的に促します。子どもは自分の意

志で「寝よう」とは思わないもの。寝かしつけは、大事な親の役目ですね。

　健康な心と体を作るために、子どもの生活リズムをちょっと見直して見ませんか。

　幼児期における
　　　　生活リズムが崩れたときの
　　　　　　　　ワンポイントアドバイス

・ まずは早起きから！ 朝決まった時間に起
こしましょう

・ お昼寝は１時間くらいを目安に、午後３
時ごろまでには起こしましょう

４月の子育てカレンダー
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守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター

   問合先　守谷市民活動支援センター　 　  46-3370●
開館時間　午前９時～午後４時
休 館 日　日・月曜日、年末年始（左記以外の祝日は開館）

　談話コーナー

　少人数（２～６名）の打ち合わせや、コピー後
の簡単な作業などに使用できます。
　窓口又は電話で、２か月先まで予約ができます。
なお、電話予約はセンターに登録した団体のみ
可能です。団体登録は、センター窓口で行って
ください。
※ 談話コーナー以外での会合・打ち合わせなど
は中央公民館をご利用ください。センター登
録団体の予約は、センターが予約事務を代行
します

　コピー機コーナー

　市民活動のためのチラシや資料の作成に、ぜ
ひご利用ください。予約なしで、開館時間内な
らいつでも利用できます。　　　　　　　　　
•コピー代（用紙はＡ４・Ａ３）
　１枚当たり　モノクロ10円／カラー30円　
※ コピー枚数が多い場合は、印刷用紙の在庫を
電話で確認の上、ご来館ください

　印刷機コーナー

　印刷機は、中央公民館２階団体活動室にあり
ます。使用前に、センター職員に声を掛けてく
ださい。
　なお、印刷代は無料ですが、用紙（Ａ４・Ａ３）
は各自ご持参ください。
•20枚未満の場合は、コピー機をご利用ください
• 市民活動関係の印刷にご利用ください（営利
目的などの印刷はできません）

　昨年12月で開設４年目を迎えた市民活動支援センターは、２月１日、中央公民館に移転しま
した。センターは、市民が市民のために行う自発的な社会貢献活動「市民活動」が活発化する
よう支援します。お気軽にご利用ください。
　また、センターでは市民活動の人口の拡大や活動支援のため、以下のような行事に取り組ん
でいきますので、多くの方々のご参加をお待ちしています。
  《一般向け》　　　　ボランティア活動講座、ＮＰＯ法人講座 … 活動の入門講座
  　　 　　　  　　　　ボランティア活動紹介 ……………………… 体験紹介
  《児童・生徒向け》　ボランティア意識啓発活動 ………………… 将来の人口拡大
  《市民活動団体向け》交流会、いきいきフェアー ………………… 活動団体の交流、一般の方へのＰＲ

　パンフレット棚

　Ａ４の資料を、センター前の廊下に24棚、セ
ンター内に12棚掲示できます。市民活動のチラ
シや会報（会員・ボランティア募集、団体・イベ
ント案内など）の掲示や配布にご利用ください。
　掲示期間は約１か月ですが、イベントなど日
時が明示してあるものは、期間終了日まで掲示
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　情報掲示板

　市民活動のイベントや催事情報の掲示、会員
やボランティア募集などのチラシ・ポスターの
掲示にご利用ください（予約不要）。
※掲示期間については「パンフレット棚」と同様

　書籍・ビデオ

　市民活動に関する書籍・ビデオは、談話コー
ナーで利用できます。

ホームページへの情報も募集！
　上記の情報掲示板（中央公民館ロビー）のほか
に、センターのホームページでも市民活動団体
の様々な情報を掲載し、広くPRすることで市民
活動を支援します。ぜひ情報をお寄せください。
○市民活動団体の紹介
○イベントや催事の開催
○会員・ボランティア募集
○その他、市民活動についてのPR活動

市民活動支市民活動支援センターをお気軽にご利用ください援センターをお気軽にご利用ください
＝ 移転後の業務のご案内 ＝



だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

19 広報もりや2006.3.10

国際交流員

リッヒターさんの

滞在記

国際交流員

外国人の顔

滞在記滞在記

　

先
日
、
日
本
の
友
達
と
ド
イ

ツ
旅
行
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

私
が
「
ド
イ
ツ
で
１
番
不
思
議

な
も
の
は
何
？
」
と
聞
い
た
ら
、

「
ド
イ
ツ
人
が
よ
く
、
私
に
道

を
尋
ね
た
の
。
私
は
外
国
人
な

の
に
、
ド
イ
ツ
人
は
『
外
国
人

の
顔
』
の
人
に
対
し
て
も
道
を

尋
ね
る
の
？
」と
答
え
ま
し
た
。

　

実
は
、
ド
イ
ツ
で
観
光
者
が

ド
イ
ツ
人
の
お
世
話
に
な
る
こ

と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
人
が
少
し
無
作
法
な
の

は
１
つ
の
理
由
で
す
が
、
「
外

国
人
の
顔
」
を
し
て
い
る
人
が

数
年
ド
イ
ツ
で
働
き
、
ド
イ
ツ

語
が
上
手
で
あ
る
こ
と
が
理
由

で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
を
差
別

し
た
く
な
い
の
で
、
ド
イ
ツ
人

は
と
き
ど
き
旅
行
者
に
対
し
て

失
礼
な
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

結
局
、
こ
れ
は
西
洋
的
な
考

え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
日

本
生
活
の
経
験
で
は
、
１
年
半

の
間
に
１
度
だ
け
道
を
尋
ね
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は

「
や
っ
た
！　

大
成
功
！
」と
思

い
ま
し
た
。
友
達
と
は
逆
の
反

応
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光

者
は
別
で
す
が
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
西
洋
人
こ
そ
、
次
の
よ

う
な
場
面
が
多
い
で
す
。

　

優
し
い
日
本
人
が
西
洋
人
を

見
て
、「
あ
の
外
国
人
は
淋
し

い
は
ず
な
の
で
助
け
た
い
」と
、

英
語
で「G

ood M
orning

」や

「Can I help you

」と
言
い
ま

す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
外
国

人
の
答
え
は
「
こ
こ
は
日
本

だ
か
ら
日
本
語
で
話
し
て
！
」

「
西
洋
人
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
け

じ
ゃ
な
い
わ
よ
」。
そ
れ
で
、

日
本
人
は
「
外
国
人
と
話
し
た

か
っ
た
の
に
、
あ
の
人
の
態
度

　　

ま
も
な
く
直
面
す
る
社
会
情

勢
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
、
団

塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
る

「
２
０
０
７
年
問
題
」
が
、
地

域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
活
動
の
担
い

手
は
、
女
性
と
高
齢
世
代
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
年
代
層
の
男
女
が
、
共
に
参

画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

長
年
仕
事
一
筋
で
過
ご
し
て

き
た
男
性
に
と
っ
て
、
地
域
社

会
は
馴な

じ染
み
が
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

そ
し
て
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
も

い
き
い
き
と
豊
か
に
過
ご
し
て

い
く
た
め
に
、
社
会
の
一
員
と

し
て
地
域
活
動
に
参
加
し
、
地

域
の
方
と
の
交
流
を
深
め
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
「
男
女

共
同
参
画
は
60
歳
か
ら
…
」
経

験
や
知
識
を
生
か
し
て
、
積
極

的
に
地
域
活
動
に
目
を
向
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
や

福
祉
の
増
進
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
な
ど
、
市
内
で
活
躍
す
る

団
体
も
多
数
あ
り
ま
す
。
「
や

っ
て
み
た
い
」
と
思
う
こ
と
が

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
自
分
の

発
見
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
ら
し
く
輝
い
て
生
き
る

た
め
に
一
人
ひ
と
り
に

で
き
る
こ
と
…

「 

あ
な
た
の
、
ご
家
族
の
目
標

は
何
で
す
か
？
」

　

市
で
は
「
守
谷
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
」
で
４
つ
の
目

標
を
掲
げ
、
だ
れ
も
が
い
き
い

き
と
輝
け
る
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

• 

男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女

平
等
意
識
の
確
立

• 

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進

• 

雇
用
の
場
に
お
け
る
男
女
平

等
の
推
進

• 

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
の
整
備

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

は
す
ご
く
失
礼
で
し
ょ
う
。
外

国
人
っ
て
怖
い
よ
！
」と
い
う

印
象
が
残
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

で
も
、
西
洋
の
考
え
方
に
慣
れ

た
外
国
人
は
こ
う
考
え
ま
す
。

「
日
本
語
で
話
し
て
頑
張
っ
た

の
に
、
ど
う
し
て
あ
の
人
は

英
語
で
答
え
た
の
か
。『
外
国

人
の
顔
』を
し
て
い
る
こ
と
で
、

『
例
外
』と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
！　

失
礼
で
し
ょ
う
！　

日

本
人
っ
て
怖
い
よ
！
」

　

こ
の
よ
う
に「
国
際
誤
解
」は

複
雑
な
テ
ー
マ
な
の
で
、
異
な

る
意
見
や
経
験
が
あ
る
は
ず
で

す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
が

き
や
お
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
（
日
本
語
で
の
は
が
き
な
ら

特
に
嬉
し
い
で
す
）。

☆
リ
ッ
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室

　

今
回
は
春
、
家
族
祭
の
料
理

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
12
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
▼
会
場　

も

り
や
学
び
の
里
▼
対
象　

市
内

在
住
・
在
勤
の
方
20
名
※
超
過

の
場
合
抽
選
▼
参
加
費　

５
０

０
円
程
度
▼
申
込
期
限　

３
月

31
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ　

内
線
１
３
２
・
１
３
３

第
二
の
人
生
は

　

地
域
活
動
か
ら
！
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▼期　日　３月28日（火）

▼会　場　中央公民館ホール

▼上映予定映画及び時間
《午前の部》開場 9：30　上映10：00～
　　　　　・おじゃる丸「約束の夏」（47分）
　　　　　・落語アニメ「おばけ長屋」（20分）
《午後の部》開場13：00　上映13：30～
　　　　　・楽しいムーミン一家1・2（各25分）
　　　　　・３丁目物語　春（25分）

▼対　象　 市内在住の方※当日先着順（午前・
　　　　　午後とも定員401名）にて入場 

▼問合先　中央公民館 ☎48-6731

お気軽にご来場ください！

　

守
谷
市
文
化
協
会
茶
道
部
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
茶
道
に
親
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
お
茶
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

4
月
2
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
点
心
席
は
午
後
2
時
）

▼
会
場　

北
守
谷
公
民
館

▼ 

茶
席　

広
間
席（
表お
も
て
せ
ん
け

千
家
不ふ
は
く
り
ゅ
う

白
流
・
内う
ち

田だ

宗そ
う
よ
う瑶
社
中
）、
立
礼
席
（
大や
ま
と和
遠え
ん
し
ゅ
う州

流り
ゅ
う・
中な
か
ぬ
ま沼
静せ
い
し
ゅ
う秀
社
中
）、
点
心
席（
煎せ
ん
ち
ゃ茶

道ど
う
ま
つ松
風か
ぜ
り
ゅ
う
流
・
森も
り

静せ
い
せ
い靖
社
中
）

▼
会
費　

1
0
0
0
円
（
茶
券
）

▼
主
催　

守
谷
市
文
化
協
会
茶
道
部
会

▼
後
援　

守
谷
市
教
育
委
員
会

▼ 

申
込
方
法　

3
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

▼ 

申
込
・
問
合
先　

守
谷
市
文
化
協
会

　

 

茶
道
部
会　

鐘か
ね
が
え

ヶ
江
宗そ
う
み美

　

☎
45
|
２
５
２
０

　

伝
統
あ
る
美
し
い
日
本
画
を
岩
絵
の
具

で
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
わ
か
り
や
す
く
、

ゆ
っ
く
り
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
初
心

者
の
方
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　

5
月
21
日（
日
）〜
平
成
20
年
3

月　

月
１
回
（
第
3
日
曜
日
）
全
23
回

（
2
年
間
継
続
）
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場　

中
央
公
民
館　

2
階
講
座
室

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼ 

募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

吉
田
浄き
よ
み美
氏
（
茨
城
県
美
術
展

覧
会
会
友
）

▼ 

費
用　

無
料（
画
材
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
主
催　

守
谷
市
文
化
協
会
日
本
画
部

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

4
月
28
日
（
金
）
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
G　

〒
3
0
2
|
0
1
9
8

　

守
谷
市
大
柏
9
5
0
|
1　

内
線
2
7
7

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 回
3
／
18
（
日
）

2
／
18
（
日
）

H
19

1
／
21
（
日
）

12
／
17
（
日
）

11
／
19
（
日
）

10
／
15
（
日
）

９
／
17
（
日
）

８
／
20
（
日
）

７
／
16
（
日
）

６
／
18
（
日
）

５
／
21
（
日
）

期　

日

彩
色

ス
ケ
ッ
チ
（
花
）

彩
色
ス
ケ
ッ
チ
（
風
景
）

彩
色

線
書
き
、胡
粉
塗
り

パ
ネ
ル
作
成
、下
図

開
講
式
、
ス
ケ
ッ
チ

（
鉛
筆
と
水
彩
絵
の

具
）

内　
　

容

▼
内
容
（
平
成
18
年
度
分
予
定
）

中央
公民館
春休み子ども映画・春休み子ども映画・
ビデオ鑑賞会ビデオ鑑賞会

春休み子ども映画・春休み子ども映画・
ビデオ鑑賞会ビデオ鑑賞会

春休み子ども映画・
ビデオ鑑賞会

入場無料

守
谷
市
ふ
れ
あ
い
茶
会

文
化
協
会  

日
本
画
講
座



21 広報もりや2006. ３.10

　

花
は
咲
き
野
菜
は
食
べ
ご
ろ
、
昆
虫
も

動
き
出
し
、
鳥
は
移
動
の
季
節
で
す
。
爽さ
わ

や
か
な
春
の
水
辺
、
湿
地
、
草
原
、
林
で

植
物
、
昆
虫
、
鳥
類
、
遺
跡
な
ど
を
観
察

し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　

4
月
15
日
（
土
）
午
前
9
時
〜

　

 

正
午
※
雨
天
の
場
合
は
、
4
月
22
日（
土
）

に
延
期

▼ 

集
合
場
所　

取
手
市
市
之
代
農
業
ふ
れ

あ
い
公
園
駐
車
場
（
取
手
市
市
之
代
5

７
０
）
午
前
8
時
30
分
集
合

▼ 
観
察
場
所　

農
業
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

　

 
及
び
市
之
代
か
ら
同
地
に
か
け
て
の

里
山

▼
内
容　

春
の
植
物
、
昆
虫
、
野
鳥
観
察

▼ 

指
導
者　

五ご

き

た
木
田
悦え
つ
ろ
う郎
氏
（
元
守
谷
自

然
調
査
会
団
長
）
ほ
か

▼ 

携
行
品　

筆
記
用
具
（
双
眼
鏡
、
ル
ー

ペ
、
図
鑑
な
ど
も
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

▼
申
込
み　

不
要

▼
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
G 

内
線
2
7
7

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
自
立
心
を
持
っ

た
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目
標
と
し
た

世
界
的
な
社
会
教
育
団
体
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
好
奇
心
や
探
究
心
に
応
え
、
様
々

な
活
動
の
も
と
、
各
年
代
に
合
っ
た
育
成

を
行
い
、
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
人
格
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
守
谷
第
一
団
で

は
、
約
90
名
が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
隊
員
募
集
に
際
し
、
左
記
の
と
お
り
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
入
隊
ご
希
望
の

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
隊
員
（
男
・
女
）

　

 

ビ
ー
バ
ー
隊
：
新
年
長
〜
新
小
学
2
年
生

　

 

カ
ブ
隊
：
新
小
学
3
年
生
〜
新
小
学
5
年
生

　

リ
ー
ダ
ー
：
20
歳
以
上
の
学
生
、社
会
人

▼ 

入
隊
説
明
会　

3
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
〜 

高
野
公
民
館

▼ 

体
験
入
隊　

3
月
26
日
（
日
）
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼ 

問
合
先　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
守
谷
第
一

団　

☎
48
|
1
0
6
4
（
小
川
）

← 2月10日～12日に行われた高野公

民館まつりの様子

↑ 2月19日に行われた郷州公民館子

ども発表会の様子

↑ 2月18日～26日に行なわれた北守谷公民館まつりの

様子

春
の
自
然
観
察
会

の
自
然
観
察
会

春
の
自
然
観
察
会
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俳　

壇  　

 

（
二
月
例
会
）

富ふ
じ
さ
ん

士
山
の
全ぜ
ん
し姿
迫せ
ま

り
来く

春は
る

の
窓ま
ど

 

栩と
ち
や
ま山　

　

登の
ぼ
る

初は
つ

あ
か
ね
帰か
え

り
は
寄よ

ろ
う
故く

に郷
の
海う
み

 

中な
か
む
ら村　

信し
ん
い
ち一

成せ
い
じ
ん人
式し
き

思お
も

ひ
も
か
け
ぬ
柳
や
な
ぎ
ご
し腰

 

西に
し
が
き垣
太た

く

ま
久
馬

百ひ
ゃ
っ
ぽ
ん
本
の
裸ら
ぼ
く木
の
林
は
や
し

初は
つ
ひ日
射さ

す

 

原は
ら
だ田　

春は
る
え枝

豪ご
う
せ
つ雪
に
つ
な
が
る
蒼そ
う
て
ん天
神か
み

の
息い
き

 

平ひ
ら
お尾
礼れ

い

こ
噫
子

升ま
す
も盛
り
の
濡ぬ

れ
て
旬し
ゅ
んな
り
寒
か
ん
し
じ
み蜆

 

福ふ
く
だ田
一ひ

ろ

し
六
四

見み

え
ね
ど
も
雪ゆ
き

に
興き
ょ
うじ
る
子こ

等ら

の
声こ
え

 

古ふ
る
さ
わ澤　

房ふ
さ
こ子

暁あ
か
つ
きの
雪ゆ
き

の
深ふ
か

さ
や
月つ
き
し
ろ白
し

 

古ふ
る
や谷　

幸ゆ
き
こ子

七な
の
か日
粥か
ゆ

三み
く
ち口
で
す
す
る
願ね
が

い
事ご
と

 

堀ほ
り
う
ち内　

　

昭あ
き
ら

み
ど
り
児ご

は
聖ひ
じ
りの
ご
と
し
冬ふ
ゆ

す
み
れ

 

松ま
つ
う
ら浦
ゆ
き
江え

消し
ょ
う
し
つ
失
と
い
う
暗く
ら

が
り
に
冬ふ
ゆ
ぎ
ん
が

銀
河

 

諸も
ろ
ふ
じ藤
留る

み

こ
美
子

寒か
ん
ご
え肥
や
友と
も

は
用よ
う
じ
ん
ぶ
か

心
深
い
質た
ち

 

山や
ま
だ田
美み

え

こ
枝
子

草く
さ
か
げ陰
に
背せ

の
び
一い
ち
ば
ん番
仏ほ
と
けの
座ざ

 

山や
ま
も
と本　

好よ
し
こ子

夢ゆ
め
お
お多
く
押お

さ
れ
押お

さ
る
る
初
は
つ
も
う
で詣

 

青あ
お
き木　

松し
ょ
う
ふ
う風

屠と

そ蘇
酌く

め
る
吾あ

こ子
に
白し
ら
が髪
の
ち
ら
ほ
ら
と

 

荒あ
ら
た田
喜き

よ

こ
代
子

餅も
ち
は
な花
の
色い
ろ

と
り
ど
り
が
嬉う
れ

し
く
て

 

安あ
ん
ど
う藤　

克か
つ
じ治

雪ゆ
き
ふ
じ

富
士
を
は
る
か
に
眺な
が

め
出し
ゅ
っ
き
ん勤す

 

飯い
い

田だ

ま万
里り

こ子

去こ

ぞ年
今こ
と
し年
明あ

す日
の
幸し
あ
わせ
探さ
が

し
を
り

 

飯い
い
ぬ
ま沼　

信の
ぶ
こ子

● 学びの里は、月曜日が祝日にあたる場合は、開館し、
翌日を休館日とします

 項　目 内　　　　　容

午前９時～午後９時（公民館は、午後
５時以降使用予定のない日は、午後５
時閉館。学びの里は、午後７時以降使
用予定のない日は、午後７時閉館）

公民館は、毎月第３月曜日。学びの里
は、毎週月曜日。そのほか臨時休館す
る場合があります。

公民館各部屋･･･使用日の２か月前から
当日まで※午後５時以降のご利用は、
２日前（土・日曜日・祝日・休館日にあ
たる場合は、直前の業務日）までに使
用許可を受けてください
中央公民館ホール･･･市内団体は、使用
日の４か月前から受付できますので、
申請はお早めにお願いします
学びの里各部屋･･･使用日の２か月前か
らで当日受付は、平日のみ。土・日・
祝日及び午後７時以降のご利用は３日
前、宿泊でのご利用は５日前までに使
用許可を受けてください

開館時間

休 館 日

使用許可
申請受付

午前９時30分～午後４時30分
公民館の
図 書 室
開室時間

公民館の
図 書 室
休 室 日

毎週月曜日以外に、３月は、22日・31
日が休室。４月は、毎週月曜日以外に、
28日が休室となります

● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金
曜日の午前８時30分から午後５時まで諸証明の
発行を行っています（第３月曜日及び祝日は除く。）
※中央公民館 ☎48-6731　仮予約専用 48-6732
※郷州公民館 ☎48-6711　仮予約専用 48-6724
※高野公民館 ☎45-5411　仮予約専用 45-5419
※北守谷公民館 ☎47-0111　仮予約専用 48-2606
注）各公民館の電話による仮予約は、登録団体のみ可能
※もりや学びの里  ☎48-0525

利用受付：市役所くらしの支援課 ☎45-1111 内線134

 項　目 内　　　　　容
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としょかんへいこう！
◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）　　　　　　　　
　パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp　　　携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

3月の児童テーマ棚
「 ねむる 」

 新しく入った本 
　　　　　　　※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図書館のホームページからもご覧になれます

　平成15年に施行された健康増進法などにより、禁煙に対する社会的認識が高まり、公共施設での受
動喫煙（たばこを吸わない人が、間接的にその煙を吸ってしまうこと）の防止も徹底されつつあります。
　こうした中、当館ではこれまで館内禁煙を実施してきましたが、利用者からの要望もあり、これを
一歩すすめて敷地内全面禁煙を実施します。喫煙される皆さんには、ご不便をお掛けしますが、趣旨
をご理解いただき、ご協力のほどお願いします。

新しいビデオ・ＤＶＤが入りました！
　図書館に新しいビデオ・DVDが約200点入りました。詳しくは、新着リストをご覧ください。

休 館 日　毎週月曜日、3／22（水）、3／31（金）、4／28（金）

開館時間　中央図書館　　　午前10時～午後６時（※木曜日は、午後１時～６時）
　　　　　各公民館図書室　午前９時30分～午後４時30分

平成18年4月1日から実施

図書館敷地内全面禁煙のお願い

書　　　　　名 著者名 出版社 所蔵館 ジャンル
韓国料理ベスト200【ハングル】 ノジンファ ハンニム出版社 図 料理（朝鮮語）
股関節エクササイズ 　 ―― マキノ出版 高 体操
失敗しない果樹の育て方 　 ―― 西東社 図 果樹栽培
ガール 奥田　英朗 講談社 図・郷・北 小説
「右と左」の不思議がわかる絵事典 富永　裕久 ＰＨＰ研究所 図 児童書

所蔵館の説明　図：中央図書館　郷：郷州公民館　高：高野公民館　北：北守谷公民館

タ　　イ　　ト　　ル 請求記号 内　　容 資料区分
でんじろう先生のかがく／それゆけ！科学実験隊　１～３巻 Ｋ４Ａデンジ 科学（児童） ＤＶＤ
あらしのよるに　１～３巻 Ｋ７Ｔアラシ アニメ（児童） ビデオ
ユネスコ世界自然遺産　１～11巻 ２Ｋユネス 世界遺産 ＤＶＤ
どうぶつ奇想天外！／岩合光昭・アフリカ非常の掟 ４Ｇドウブ 動物 ビデオ
ワーグナー＆ベルリオーズ〔ＤＶＤコンサート23〕 ７Ｃデイブ 音楽 ＤＶＤ
真田太平記　第１集　第１～３巻 ７Ｐサナダ ドラマ ＤＶＤ
ブリジット・ジョーンズの日記 ７Ｑブリジ 映画 ＤＶＤ
ニューヨーカーが教える簡単ピラティス／入門編 ７Ｖニユヨ 体操 ＤＶＤ

お引っ越しをされる方へ
　３月は引っ越しの季節。住所が変わった方は、新しい住所が確認できるものをお持ちの上、変更届
を提出してください。
　なお、図書館の利用カードを作れるのは、市内に在住・在勤・在学している方です。引越しなどに
より、利用資格がなくなった場合は、恐れ入りますが、利用カードの返却をお願いします。また、資
料の返し忘れにもご注意ください。
　詳しくは職員までおたずねください。

３・４月
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歴史講座（２／18　保健センター）

やさしい守谷の歴史
　　市民の方々に、「守谷」についてより知って
もらい、より深い愛着を持ってもらおうと、保健
センターを会場に、守谷地区公民館主催の歴史講
座が開催された。
　市内在住の渡

わたなべ

邊雄
ゆういち

一氏を講師に迎え、集まった
市民の方々に、守谷の歴史を分かりやすく話して
いただいた。

献血（２／10　市役所）

やさしさをありがとう
　冬場から春先に掛けては、風邪などで体調を
崩す方が多いなどの理由で、献血者が減少する
季節。
　市役所で行われた献血には、寒い中、数多く
の方が足を運び、たくさんのやさしさが集まっ
た。輸血用血液の安定確保のため、今後も一人
でも多くの方のご協力をお願いします。

節分豆まき（２／３　土塔中央保育所）

鬼はそと～　福はうち～！
　土塔中央保育所では、節分に合わせて、園児
たちによる豆まきが行われた。
　当日は・守谷中学校３年生33名が保育実習で
訪れ、赤鬼・青鬼になって一緒に参加。園児た
ちは、保育所の庭に出没した鬼たちにおびえな
がらも、大きな声で「鬼は外！福は内！」と一
生懸命豆をまき、１年の無病息災を願った。
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公園樹木伐採の協働作業

（２／18　みずき野中央公園）

みんなで力を合わせて
　みずき野中央公園に、市民から要望のあった駐
車場を設置するため、市民との“協働”作業によ
る、公園樹木の伐採・剪

せんてい

定・搬出処分作業が実施
された。
　公園樹木の伐採などは、駐車場設置のためだけ
でなく、防犯の観点からも必要。みずき野町内会
と市が中心となり、公民館を利用するサークルの
方たちと協力しながら作業を行った。

　

MIFAサロン（２／19　国際交流研修センター）

エジプトへようこそ！
　エジプトは、古代文明の遺跡や遺宝の宝庫であ
り、人類の歴史や文化の発祥地でもある。
　そのエジプトから日本に医学を学びに来ている
ヒガブ・アハマド氏が、母国の文化などについて
語った。来場者たちは、魅惑的な個性を持つエジ
プトの話に、熱心に耳を傾けていた。

薬物乱用防止講演会・市民対話集会

（２／12　中央公民館）

「夜回り先生」が熱弁！
　深夜の繁華街をパトロールし、若者の非行防止
と更生に取り組む薬物問題の専門家で、「夜回り
先生」として有名な水

みずたに

谷修
おさむ

氏の講演会が、中央公
民館ホールで開催された。
　多くの方々で埋め尽くされた会場では、水谷氏
が薬物乱用の恐ろしさや、命の大切さを熱弁。来
場者たちは、水谷氏の説得力のある講演に聞き
入っていた。

　
小学生かるた取り大会（２／25　海禅寺）

かるたで故郷を学ぶ
　市内小学校９校の各代表児童36名が参加し、市
の歴史や風土を詠んだ「守谷ふるさとかるた」の
かるた取り大会が開催された。
　この大会は、平成14年２月の市制施行を記念し
て開催。５回目となる今年も、参加者や大勢の応
援者で賑

にぎ

わい、見事長
は せ が わ

谷川ひかりさん（松ケ丘小）
が優勝した。

CG5P0008
テキストボックス

CG5P0008
テキストボックス



　２月１日、大野小学校の４年生４名が市役所
を訪れ、自分たちが育てた「満月（もち米）」約
90kgを市に贈呈しました。
　この米は、４年生28名が「総合的な学習の時間」
に田植えから稲刈りまで行って収穫したもの。
　市では、贈呈され
た米を子どもと高齢
者の交流会など、福
祉関連事業で大切に
活用する予定です。

　２月１日、食育実践大会が
水戸市県民文化センターで開
催され、「家族でいっしょに
いただきますメッセージ」入
賞者の表彰式が行われました。
　このメッセージには1万1,583
作品の応募があり、奈幡優花
さん（郷州小３年）の作品が最優秀賞に選ばれま
した。おめでとうございます。

　　家族のみんなへ
　　　みんなで食べると　おいしいね。
　　　なんでもおいしく　食べられる
　　　元気も　もりもりわいてくる
　　　家族一しょが　何よりごちそう。

大野小学校収穫米贈呈

「一生懸命作っ「一生懸命作ったよ！」たよ！」

奈
なばた

幡優
ゆう か

花さん

家族にあてたメッセージが最優秀賞に！家族にあてたメッセージが最優秀賞に！

♪
お
雛
さ
ま

☆
祝 

初
節
句
☆

お
め
で
と
う
！

♪
あ
っ
か
ん
べ
ー

最
近
の
得
意
技
で
す
！

♪
い
ち
ご
狩
り

い
ち
ご
大
好
き
な
１
才
の
息
子
。た

く
さ
ん
取
って
パ
ク
パ
ク
食
べ
ま
し
た
。

♪
つ
く
し
ん
ぼ

い
と
こ
の
か
の
ち
ゃ
ん
と
土つ
く
し筆

ん
ぼ
に
な
っ
て
、
う
れ
し
い

た
っ
く
ん
で
す
。

P.N
あいあいママさん
（ひがし野３）

P.N
翔ちゃんさん
（岩町）

P.N
あっくんさん
（薬師台４）

P.N
たかおねさん
（けやき台４）

♪
イ
メ
チ
ェ
ン

髪
を
し
ば
っ
て
女
の
子
ら
し
く

な
り
ま
し
た
。

♪
一
緒
〜
！

仲
良
し
親
子
で
い
よ
う
ね
☆

♪
噛
み
噛
み

何
で
も
お
口
に
入
れ
ち
ゃ
う

よ
！　

離
乳
食
も
よ
く
食
べ
て
、

プ
ク
プ
ク
で
す
☆

♪
疲
れ
る
わ

や
っ
と
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
う
ま
く
歩
け
ず
、

す
ぐ
に
座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

P.N
侑那ママさん
（ひがし野１）

P.N
まき・あゆうさん
（松ケ丘５）

P.N
ゆずママさん
（松前台４）

P.N
しーママさん
（みずき野６）

■ 投稿方法　携帯電話で写真を撮り、市
役所携帯電話サイト「モバイルもり
や！」の「投稿ひろば」から投稿する

■問 合 先　市役所秘書課　内線323
稿ひろろば稿ひろろば

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i/hiroba
投稿ひろば

▶ 市長にもち米を
贈呈する大野小
４年の児童たち

26広報もりや2006.3.10

み ん な の ひ ろ ば



ちちょっといい緑　み～つけたちょっといい緑　み～つけた

27 広報もりや2006.3.10

　15年間にわたり、「ちょっといい緑み～つけた」のコーナーを担
当させていただきましたが、今回を持ちまして、このコーナーを終
わらせていただきます。長い間、ご支援ありがとうございました。
　なお、ヴェルデの活動は今後も続けていきます。　  （ヴェルデ）

城址公園は、ヴェルデの活動拠点です。城址公園と森林公園の掲示
板に、四季折々の草花などの情報を、今後も発信していきます。

城
じょう

址
し

公園

最終回

牛久市役所

カッパの碑

６
号
線

ひたちの
うしく

至水戸

土浦市

408号線

自然観察の森

龍ケ崎市

つくば市

稲敷市

う
し
く

牛久沼
至取手

シャトー・カミヤ

牛久大仏

阿見町

　

駅
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
10

分
。
赤
茶
色
の
レ
ン
ガ
壁
、
緑

色
の
屋
根
、
白
い
時
計
台
、
ま

る
で
西
洋
の
お
と
ぎ
話
に
出
て

く
る
お
城
を
思
わ
せ
る
建
物
、

「
シ
ャ
ト
ー
・
カ
ミ
ヤ
」
の
あ

る
街
。
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
牛

久
市
で
す
。

　
「
シ
ャ
ト
ー
」と
は
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
ブ
ド
ウ
園
を
備
え
た

優
秀
な
ワ
イ
ン
醸
造
場
に
与
え

ら
れ
た
称
号
で
す
。
明
治
36
年

に
神
谷
伝
兵
衛
に
よ
り
建
設
さ

れ
、
そ
の
姿
は
当
時
の
日
本
で

は
、
大
変
珍
し
い
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
毎
日
シ
ャ
ト
ー

と
ブ
ド
ウ
棚
に
挟
ま
れ
た
道
を

通
り
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
朝

に
は
時
計
台
の
時
間
を
確
認
し
、

部
活
で
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
シ
ャ
ト
ー
下
か
ら
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
姿
に
癒い
や

さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
門
か
ら
中
に
入
る
と
、

季
節
ご
と
に
色
と
り
ど
り
の
花

を
咲
か
せ
る
庭
園
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
で
き
る
大
き
な
芝
生
、

特
に
春
に
は
、
樹
齢
１
０
０
年

の
見
事
な
大
木
が
桜
色
に
染
ま

り
、
シ
ャ
ト
ー
を
彩
っ
て
く
れ

ま
す
。
裏
庭
に
回
る
と
ゆ
っ
く

り
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

　

シ
ャ
ト
ー
が
で
き
て
か
ら

１
０
０
年
以
上
経
ち
、
今
で
は

そ
の
周
辺
も
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
大
き
な
変
化

の
中
に
あ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス

風
本
館
と
レ
ン
ガ
造
り
の
薄
暗

い
醗
酵
室
は
当
時
と
変
わ
ら
な

い
姿
で
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
牛
久
沼
河
童
伝
説
」「
女
化

狐
伝
説
」「
牛
久
大
仏
」な
ど
も

あ
り
、
守
谷
か
ら
車
で
30
分
あ

ま
り
、
ド
ラ
イ
ブ
気
分
で
、
ぜ

ひ
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

高
たかはし

橋啓
けいこ

子さん
（土塔新山）

ふるさと自慢

リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

ワインのまち「牛久市」
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３月の納期

• 上下水道使用料 ……１ ・２月分

粗大ごみ収集日

守谷市の事故発生状況
（２月）

　　　発生件数　　29件
　　　死 者 数　　 0人
　　　負傷者数　　38人

人口と世帯数
平成18年3月1日現在

前月比

  昨年同月人口 52,973人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• バス時刻表
• 鉄道時刻表
•スポーツ施設予約

２
０
０
６
年
３
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
５
０
１
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 3/20 ・22～24 4 / 5 
 4/ 3 ～4 /7　 4 /19 
 4/17～4 / 21　 5 /10

世　帯
人　口
　男
　女

18,851戸
54,349人
27,471人
26,878人

（＋  84戸）
（＋199人）
（＋125人）
（＋  74人）

4月のし尿収集日
 日 区　　　分
 3 4 5 大井沢地区
 7 10 11 大野地区
 13 14 17 高野、乙子、南守谷地区
 19 20 － 原、原本町、北園
 24 25 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 26 27 － 辰新田、同地、赤法花

　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
者

が
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
市
営
住
宅

入
居
希
望
者
登
録
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
が
発

生
し
て
入
居
希
望
者
を
募
集

す
る
際
、
申
込
案
内
を
登
録
者

に
直
接
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、

登
録
順
に
入
居
で
き
る
と
い
う

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
居

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
選
考
委

員
会
及
び
公
開
抽
選
で
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
は
毎
年
度
末

（
３
月
31
日
）が
期
限
と
な
り
ま

す
。
更
新
希
望
の
方
は
、
再
登

録
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
登
録
（
再
登
録

含
む
）
を
希
望
す
る
方
は
、
４

月
３
日
（
月
）
以
降
に
、
次
の

と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

•
現
在
住
宅
に
お
困
り
の
方

•
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方

•
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

•
収
入
基
準
に
当
て
は
ま
る
方

• 

同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

　

文
化
会
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
４
月
以
降
、
祝
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
開

館
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
午
後
５
時
以
降
、

使
用
予
約
が
な
い
場
合
は
、
午

後
５
時
に
閉
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
３
月
曜
日
と
年
末

年
始
（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月

３
日
）
は
、
従
来
ど
お
り
休
館

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　

文
化
会
館
☎
48
―
７
９
１
１

入居希望者登録制度入居希望者登録制度入居希望者登録制度

文
化
会
館
は

４
月
か
ら
祝
日
も

開
館
し
ま
す

文
化
会
館
は

４
月
か
ら
祝
日
も

開
館
し
ま
す

文
化
会
館
は

４
月
か
ら
祝
日
も

開
館
し
ま
す

文
化
会
館
は

４
月
か
ら
祝
日
も

開
館
し
ま
す

28

る
親
族
が
い
る
方
（
特
例
に

よ
る
単
身
入
居
も
可
）

※ 

収
入
基
準
や
単
身
入
居
に
関

し
て
は
、
要
問
合
せ

▼
受
付
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
随
時

▼
申
請
方
法

　

 

申
請
書
（
申
請
先
及
び
市
役

所
総
合
窓
口
課
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
窓
口

で
申
し
込
む

▼
申
請
・
問
合
先

　

市
役
所
建
設
課
管
理
住
宅
Ｇ

　

内
線
２
５
２
・
２
５
３




